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は じ め に
本稿は, 2010年度から 3年間にわたる桃山学院大学特定個人研究費 ｢変動するインドネシ
アの農村社会における家族・親族の人類学的研究｣ により実施したインドネシア調査1) の報
告書として三番目で最後のものである｡ 本研究は, インドネシアの社会変動の中で, 家族と
親族に関し, 何が変わり, 何が変わらなかったのか, 解明することを主要な研究目的として
いた｡ 調査対象は, 東ヌサ・トゥンガラ州東スンバ県 (Kabupaten Sumba Timur, Propinsi
Nusa Tenggara Timur) と西ジャワ州カラワン県 (Kabupaten Karawang, Propinsi Jawa Barat)
の農村社会であった｡ 2010年度に実施した東ヌサ・トゥンガラ州東スンバ県のハハル郡
(Kecamatan Haharu) の二つの行政村カダハン村 (Desa Kadahang) とウンガ村 (Desa
Wunga) における世帯調査の成果は小池 [2012a] で報告し, また2011年度に実施したパフ
ンガ・ロドゥ郡 (Kecamatan Pahunga Lodu) のカムトゥック村 (Desa Kamutuk)2) における
世帯調査の成果の一部は小池 [2013b] ですでに報告している｡
カラワン県については2006年度から2010年度にかけて数回の現地調査3) を実施し, その後
も特定個人研究費を用いて短期間の補足的な調査を実施している｡ カラワン県の調査報告と
しては, 小池 [2010] で, 家族に焦点を当ててカラワン県における日系工業団地の進出に伴
う農村社会の変容を明らかにしようと試みた｡ 上記報告は, 2007年に東トゥルック・ジャン
ベ郡 (Kecamatan Teluk Jambe Timur) の二つの村, マルガサリ村とチカロン村 (ともに仮
名) で合計123世帯を対象として実施した悉皆調査およびライフ・ヒストリーを中心とする
25
1) インドネシア調査は, 本学の特定個人研究費とともに, 平成22年度科学研究費補助金 (基盤研究
(C)) ｢変動するインドネシアの農村社会における家族・親族の人類学的研究｣ (課題番号：22520837)
の援助も受けて, 実施されたものである｡ インドネシア科学院 (LIPI) のパチ氏 (Abdul Rachman
Patji) をはじめとして, 今回のインドネシア調査を可能にした関係諸機関および関係者各位に感謝の
意を表したい｡
2) カムトゥック村は仮名である｡ 同じ村を調査して博士論文を書いたアルゴ・トゥィクロモ (Y. Argo
Twikromo) [Twikromo 2008] が使用した仮名を本稿でも採用している｡
3) 文部科学省委託 ｢世界を対象としたニーズ対応型地域研究推進事業｣ として東海大学が受託した研
究プロジェクト ｢東南アジアにおける混住社会から共生社会への移行戦略の創出 企業進出下の在
地社会変容に関する調査をもとに｣ (研究代表者：東海大学・内藤耕) に研究分担者として参加し,
2006年度から2010年度にカラワン県の農村部で調査を実施した｡
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聞取り調査で集めたデータにもとづいている｡ 本稿では, 上記の調査とは別に, 2010年以来,
グローバルな労働者の移動に関してカラワン県で実施された調査の成果を使って, インドネ
シアの農村社会における人の移動と家族の関係を明らかにしたいと考えている｡ なお, 小池
[2014] では, ジョクジャカルタ特別区バントゥル県東部のプルウォサリ村 (仮名) におけ
る1990年代末の調査にもとづき, ジャワ農村社会の家族をおもに国内移動に注目して分析し
たが, 次章で明らかにするように, 現代では国境を越えた移動の重要性が高まっている｡
１ 海外移住労働者の増加
インドネシア人の移動において1980年代後半以降, 顕著になったのは海外に働きに行く移
住労働者 (migrant worker) の増加である｡ 国家政策として海外へ送り出された ｢インドネ
シア人移住労働者｣ (インドネシア語で TKI＝Tenaga Kerja Indonesia, 女性はとくに
TKW＝Tenaga Kerja Wanitaと呼ばれる) と, 違法な出国による出稼ぎ労働者に分けること
ができる｡ 前者は第五次五ヵ年計画 (1989～94) から顕著な伸びを示し, 第四次五ヵ年計画
(1984～89) で29万人だったのが, 第五次では政府目標の50万人を越えて65万人に達してい
る｡ 第五次五ヵ年計画では, 出稼ぎ先として, 男性ではマレーシアが第１位で, 次がサウジ
アラビアであり, 女性ではサウジアラビアが第１位で, ２位がマレーシアである [Hugo
1995 : 280]｡ 非合法な出稼ぎについては, 同様にマレーシアでもっとも多くのインドネシア
人が働いているといわれる｡ もちろん統計資料はないが, 推定では1995年に95万人のインド
ネシア人労働者がマレーシアで働いている [Hugo 1997 : 75]｡
一時的な落ち込みはあったものの, 政府が管轄する移住労働者4) の数は増加傾向にあり,
2010年の送出者の合計は575,803人に達している (表１参照)｡ サウジアラビアに出る労働者
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表１ インドネシア人移住労働者の送出先 (2010年)
男性 女性 合計
サウジアラビア 25,265 203,625 228,890
マレーシア 74,559 41,497 116,056
台湾 7,432 54,616 62,048
シンガポール 75 39,548 39,623
アラブ首長国連邦 1,334 36,003 37,337
香港 23 33,239 33,262
カタール 1,384 12,175 13,559
その他 14,611 30,417 45,028
合計 124,683 451,120 575,803
[Badan Pusat Statistik 2011a : 101]
4) 移住労働者を管轄する役所として, インドネシア人労働者配置保護国家機構 (BNP2TKI＝Badan
Nasional Penempatan dan Perlindungan Tenaga Kerja Indonesia) が設立されている｡
がもっとも多く228,890人 (男性25,265人, 女性203,625人)5) である [Badan Pusat Statistik
2011a : 101]｡ サウジアラビアの例から明らかなように, 海外に送り出すインドネシア人労
働者の特徴は, 圧倒的に女性の比率が高いことである｡ 女性労働者のほとんどは家事労働者
または介護労働者として諸外国に出て, 雇用者宅において住込みで働いている｡ まさにこの
数字は, ｢再生産労働分野における国際労働力移動が徐々に拡大し, それとともに女性の
『移住労働力化』 が進行していることを示している｣ [伊藤るり・足立眞理子編 2008 : 7]｡
２ カラワン県の概況
西ジャワ州カラワン県の家族は, これまでの特定個人研究費の調査報告 [小池 2012a,
2013b] で発表してきた東ヌサ・トゥンガラ州のスンバ島の家族とは文化的・経済的背景が
まったく異なるものである｡ 先ず二つの州の違いを統計から見ていきたい｡ 西ジャワ州はジャ
カルタ首都特別地区 (DKI Jakarta) の東に位置し, インドネシアを構成する33州のなかで
もっとも人口が多く, また人口密度はジャカルタ首都特別地区に次ぐ高さである (表２参照)｡
西ジャワ州にはもともと農村地帯が広がっていたが, ジャカルタに隣接するブカシ県
(Kabupaten Bekasi) とカラワン県, さらにプルワカルタ県 (Kabupaten Purwakarta)6) で工
業化が進み, 西ジャワ州の西部に位置する３県は大きく変貌している｡ 東ヌサ・トゥンガラ
州と比較して, 貧困率7) の低さと電化照明率8) の高さは, このように開発が進む西ジャワ州
の現状を示す数字である｡ 続いて, 2010年に実施された国勢調査の結果から, 二つの州の教
育水準を考えてみよう (表３参照)｡ 東ヌサ・トゥンガラ州では, 学校教育が普及するのが
遅れたため, 15～44歳と45歳以上という年齢層の非識字率はインドネシア全体の中でも高い
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5) サウジアラビアについては, 2009年と比べて47,743人も減少している｡ その結果, 送出者の合計も
56,369人減っている｡
6) もともとジャカルタとその周辺の自治体を合わせて, Jabotabekという略語が首都圏を指すのに使
われていた ( Jakarta, Bogor, Tangerang, Bekasi)｡ さらにカラワン県など４つの自治体 (Kota Cilegon,
Kota Serang, Kabupaten Karawang, Kabupaten Purwakarta) が加わって, Jabotabek-Cirangkartaという
拡大首都圏を指す略語が生まれている｡
7) 貧困線以下の世帯の割合を示す｡ 貧困線は, 対象地域の物価などを考慮して, 地域ごとに異なって
いる｡
8) 世帯の照明に公共電気を使用する世帯の割合を示す｡ 東スンバ県のハハル郡など農村部では, 公共
電気がまだ整備されていないので, おもに灯油を燃料とするコールマン・ランタンが家屋内の照明の
ために使用されている｡
表２ 西ジャワ州と東ヌサ・トゥンガラ州の概要と生活水準 (2010年)
面積
(km2)
人口
(人)
人口密度
(人／km2)
貧困率
(％)
電化照明率
(％)
西ジャワ州 35,377.76 43,053,732 1,217 11.3 97.52
東ヌサ・トゥンガラ州 48,718.10 4,683,827 96 23.0 44.37
インドネシア全体 1,910,931.32 237,641,326 124 13.3 89.47
[Badan Pusat Statistik 2011a : 9, 7475, 157, 172]
州に属する｡ とはいえ, 1990年代以降, 中学校の建設が進み, 中学校の在学率 (表２では13
～15歳) では西ジャワ州を上回るようになっている｡ 西ジャワ州には, 上記の３県のように
経済発展が顕著な地域だけでなく, 開発があまり進んでいない内陸部の農村地域が残ってい
るため, 在学率が低いという結果になったと考えられる｡
西ジャワ州には, ジャワ島中部と東部に住むジャワ人とは言語と文化を異にするスンダ人
がおもに生活している｡ スンダ人はジャワ人と同様に, 父方と母方の系譜関係の両方を重視
する双方的 (bilateral) な社会であり, スンバの氏族 (kabihu) のような父系親族集団は存
在しない,｡ 今回の調査の対象となったカラワン県はブカシ県の東, 西ジャワ州北部の平野
部に位置し, スンダ文化の中心地とみなされるプリアンガン高地と比べると社会的流動性が
高く, スンダ人だけでなくジャワ人も数多く住む地域である｡ 2000年の国勢調査によると,
カラワン県の人口の84.9％がスンダ人, 6.4％がジャワ人, その他がブタウィ人などとなっ
ている [Badan Pusat Statistik Propinsi Jawa Barat 2001 : 42]｡
インドネシア人労働者配置保護国家機構 (BNP2TKI) の資料によると, カラワン県はイ
ンドネシア全国の県／市 (Kabupaten /Kota) のなかで海外へ送り出した移住労働者の数で
は８番目であり, 2011年には15,003人ものインドネシア人 (多くは女性) が海外へ出発し
た9)｡ ちなみに, 第１位はインドラマユ県 (Kabupaten Indramayu)10) であり, 移住労働者数
の上位10県の中に西ジャワ州から合計４県 (インドラマユ県, チレボン県, チアンジュール
県, カラワン県) が入っている｡
移住労働者に関する調査を実施したのは, カラワン県にある30郡のなかの, 東トゥルック・
ジャンベ郡 (Kecamatan Teluk Jambe Timur) とラワムルタ郡 (Kecamatan Rawamerta), チ
ラマヤ・クロン郡 (Kecamatan Cilamaya Kulon) に属する村である｡ 先ず, 各郡の概要をカ
ラワン県の統計資料から明らかにしたい｡
表４から分かるように, 東トゥルック・ジャンベ郡が人口数と人口密度で, 他の２郡をは
るかに上回っている｡ 後で触れるように, この郡内に日系工業団地が存在するため, その従
業員をおもな対象とした住宅地 (perumahan) が造成され, 人口流入が著しいためである｡
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9) http : //www.bnp2tki.go.id / statistik-penempatan /6779-penempatan-berdasar-daerah-asal-kotakabupaten-
2011-2012.html (2014年１月23日参照)
10) インドラマユ県出身の男性移住労働者の事例については, 小池 [2013a] で取り上げている｡
表３ 西ジャワ州と東ヌサ・トゥンガラ州の教育水準 (2010年)
在学率
(712歳)
在学率
(1315歳)
非識字率
(1544歳)
非識字率
(45歳以上)
西ジャワ州 95.18 80.80 1.05 11.91
東ヌサ・トゥンガラ州 92.29 83.42 6.89 30.22
インドネシア全体 94.89 84.24 2.60 18.85
[Badan Pusat Statistik 2011b: 43, 46, 54, 57]
当然, 村ごとの平均人口数も多く, ラワムルタ郡の３倍以上となっている｡ 続いて, 農業に
ついて見ると, 東トゥルック・ジャンベ郡の水田面積は, 他の２郡と比べて小さくなってい
る (表５参照)｡ 東トゥルック・ジャンベ郡では開発が進み, もともと水田だった土地が住
宅地に転用されるケースが増えている｡ ただし, ラワムルタ郡とチラマヤ・クロン郡の水田
で二期作11) を行っているのに対し, 東トゥルック・ジャンベ郡の水田では, 三期作が可能な
ため, 面積が小さい割にはコメの収穫量は多い｡
３ 東トゥルック・ジャンベ郡の移住労働者
最初に取り上げるのは, ３つの郡のなかでもっとも経済発展が進んでいる東トゥルック・
ジャンベ郡である｡ ジャカルタとカラワン県のチカンペックを結ぶ高速道路が1988年に開通
し, その沿線にいくつもの工業団地が開設され, カラワン県は工場地帯として注目を浴びる
ようになった｡ 1995年, 県南部の東トゥルック・ジャンベ郡に日系工業団地 KIICが開設さ
れた｡ 工業団地の周辺に位置するマルガサリ村 (仮名) の社会変化については, すでに小池
[2010] でまとめている｡ その結論を要約すると, 水田を所有していた上層の村民は, 開発
に伴う土地売却によって得た資金を水田購入や下宿経営に投資することによって, 資産形成
に成功した｡ 一方, それ以下の層では, 資産形成に成功したとはいえないが, 工場労働者に
なる子どもが増加することによって, 上層村民との間の経済的差異は小さくなっている｡ マ
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11) 統計書 [Badan Pusat Statistik Kabupaten Karawang 2010 : 151] で, ラワムルタ郡とチラマヤ・ク
ロン郡の ｢水田の収穫面積｣ が ｢水田の面積｣ の２倍になっているのは, 二期作を前提として計算し
ているためである｡
表４ 西ジャワ州カラワン県３郡の概要 (2010年)
面積
(km2)
人口
(人)
人口密度
(人／km2)
村の数 村ごとの平均人口
(人)
東トゥルック・ジャンベ郡 40.13 126,031 3,140.57 9 14,003.44
ラワムルタ郡 49.43 48,714 985.51 13 3,747.23
チラマヤ・クロン郡 63.18 59,764 945.93 12 4,980.33
カラワン県全体 1753.27 2,125,234 1,212.15 309 6,877.78
[Badan Pusat Statistik Kabupaten Karawang 2010 : 41, 45]
表５ 西ジャワ州カラワン県３郡の水田耕作 (2010年)
水田の面積
(ha)
水田の収穫面積
(ha)
水稲収穫量
(ton)
東トゥルック・ジャンベ郡 935 2,374 16,715
ラワムルタ郡 4,191 8,382 58,635
チラマヤ・クロン郡 4,570 9,140 65,965
カラワン県全体 97,037 192,502 1,352,397
[Badan Pusat Statistik Kabupaten Karawang 2010 : 147, 151]
ルガサリでは世帯主の子どもの世代ではすでに工場労働者は当たり前の職業になってきてい
る｡ 一つの屋敷地の中に, 農業を続けている親の家屋と, 工場労働者となった息子が住む家
屋が隣接して建っている事例もある｡
KIICやその他の工業団地内に就職するという可能性のある東トゥルック・ジャンベ郡か
ら海外に移住労働に出る村人の数はそれほど多くはない｡ マルガサリ村の生まれで, 2006年
から４年間サウジアラビアで働いた経験のある男性ジョコ (仮名)12) に聞取り調査13) をする
機会があったので, その内容を紹介する｡ 1972年生まれで, 体育教師養成高校 (Sekolah
Guru Olahraga) を卒業後, 教師にはなれず, 石工の仕事をする｡ インドネシアで良い仕事
を見つけるのが難しいので, サウジアラビアへ働きに行くことを決めた｡ 仲介者 (sponsor)
を通して, 斡旋業者 (PT)14) に行き, 渡航手数料として800万ルピア (約８万円) を支払っ
た15)｡ 台湾や韓国, 日本に働きに行くためには3500万ルピア (約35万円) もかかるのでサウ
ジアラビアにしたという｡ ジャカルタに渡航手続きのため滞在したが, アラビア語の研修を
斡旋会社が用意することはない16)｡ すでにサウジアラビアで働いていたインドネシア人から
アラビア語を勉強した｡ サウジアラビアに着いて３ヵ月位で十分にアラビア語が使えるよう
になった｡ 働き先は首都リアドに次ぐ大都市ジッダ ( Jeddah) で, 住込みの運転手だった｡
雇用主 (majikan) の ｢奥様｣ (madame) の運転手をすることが多かった17)｡ ショッピング・
モールに行ったり, 子どもの送迎も依頼された｡ 給料は1200レアル (約３万円) もらい, こ
こから食事代を払った｡ 大きな邸宅のなかのエアコン付の部屋に住んでいた｡ 運転手は365
日休みなしで, また, 24時間スタンバイしていなければならなかった｡ ２年間の契約を更新
し, 合計４年間, サウジアラビアで働いた｡ 雇用主の家にはインドネシア女性の家政婦
(pembantu) も働いていたが, パーティの後の残り物を分けてもらう時など, 数回しか会っ
たことがない18)｡ サウジアラビアに行って３年目で最初の妻と離婚した｡ サウジで稼いだお
金はカラワンに送金し, 自分の家族の生活費と, 父親の下宿 (kost) 建設19) の費用となった
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12) 小池 [2010 : 5355] で取り上げているマルガサリ村のアグス氏の次男である｡
13) 聞取りは, 2011年３月12日に, 彼の現在の妻の実家 (西トゥルック・ジャンベ郡) で実施された｡
14) PTは本来は Perseroan Terbatasの略で, ｢有限会社｣ の意味である｡ しかし, 多くのインフォーマ
ントが斡旋業者のことを PTと呼んでいる｡ 移住労働を希望する村人と斡旋業者の間をつなぐ仲介者
が sponsorと呼ばれる｡
15) 別の男性の話では, この手数料の他にサウジアラビア行きの航空運賃として1000万ルピア (約10万
円) を支払ったという｡
16) 女性は家事労働に従事するので, 斡旋業者がアラビア語の研修を用意する｡ 一方, 運転手になる男
性労働者は ｢右, 左｣ 程度の言葉だけで十分なので, とくに研修はない｡
17) サウジアラビアの法律では, 女性は運転することを認められていないので, 女性が外出するために
は, かならず運転手が必要になる｡
18) サウジアラビアでは男女の分離が厳格に維持されていて, たとえ同じ邸宅内に住んでいたとしても,
普段は男性の運転手が女性の家事労働者と出会うことはなかった｡ サウジアラビアで運転手として働
いた経験のある別の男性 (1960年, チレボン県生まれ) によると, 同じ家で働いているインドネシア
人の家事労働者の顔を一度も見たことがないという [2011年３月12日の聞取り]｡
19) 父親の下宿経営については, 小池 [2010 : 5355] で詳細を報告している｡ 彼の父親は, 息子から
の送金について何も言及していなかった｡
という｡ インドネシアに帰国後, ４人の子ども20) をもつ現在の妻と再婚し, 妻の実家で生活
している｡ ジョコは前妻との間に３人の子どもがいて, ３番目の子だけ前妻のもとにいて,
上の２人は父親と一緒に暮らしている｡
この男性の離婚は, 彼だけに限らず, 長期間, 夫婦が別々に暮らすことになる, 海外移住
労働者全体に起こりうることである｡ この点については, ６章で女性の離婚の事例と合わせ
て, 詳しく論じることにした｡
４ ラワムルタ郡の移住労働者
続いてカラワン県のなかでも高速道路から少し離れ, 東トゥルック・ジャンベ郡と比べて
経済発展の恩恵に浴していない農村地域について, 調査の成果を紹介したい｡ 移住労働者と
して海外へ出る村人が増え, 地域社会に大きな変化をもたらしている｡ ここでは, カラワン
県の経済的中心部である西カラワン郡と東カラワン郡の北に位置するラワムルタ郡
(Kecamatan Rawamerta) を取り上げる｡
ラワムルタ郡のスカジャヤ村 (仮名) の村長21) によると, 1982, 83年から移住労働者とし
て海外に出る村人が増え, とくに女性が多い｡ 以前, 女子は中学を出たら, すぐにサウジア
ラビアなどへ働きに行くのが当たり前だった｡ 姉に従って行ったり, 母に続いて二代続けて
移住労働者になる例もあった｡ しかし, 移住労働に関する規則が変わり, 1999年から海外に
働きに出るためには, 21歳以上で中学校卒業が条件になった｡ その結果, この村から移住労
働者になる人の数は減っている｡ 海外における移住労働で得た収入をどのように使うかは大
きな問題である｡ 村長としては, １回海外へ行ったら家を建て, ２回目は子どもの教育に使
い, ３回目は水田を買うように指導している｡ 実際に水田を買う村人が増えている｡ このよ
うに, 海外移住労働は村の経済に貢献する側面もあるが, 大きな社会問題も引き起こしてい
る｡ 村長の話では, サウジアラビアで妊娠して戻ってくる女性がいて, 実際に村の中にはア
ラブの血を引く子どももいるという｡ ただし出生証明書 (Akta Kelahiran) には母親の名前
しか書かれていない｡ その中には高校生になった子どももいる｡ もちろん, サウジアラビア
で妊娠した娘を恥ずかしく感じる親もいるが, 中には生まれた孫の顔がアラブ風になること
を ｢子孫を改良する｣ (perbaikan keturunan) とみなし, 肯定的に考える親もいる｡ この村
にまで来て, 女性と正式に結婚する (nikah) アラブ男性もいるが, 妊娠させても何の責任
も果たさない男性の方が多い｡
この聞取りの中で注目に値するのは, 第一に, 30年ほどの歴史しかない海外移住が村の女
性のライフサイクルに組み込まれていた点である｡ 中学卒程度の学歴では, 国内における就
職先として, 家事労働者やその他の低賃金の職業しか存在しなかった｡ そのような村落部の
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20) 次男は, 2010年11月に日本に出発し, 研修生として名古屋で働いている｡ 月収は残業代も含めて,
約20万円だという｡ 義父のジョコがサウジアラビアで得ていた月収よりはるかに高い額である｡
21) 2011年５月８日に村長宅で聞取り調査を実施した｡
女性にとって, 海外移住労働は現金収入を得る手段として魅力的に感じられたのである｡ 自
発的な移住労働の研究で, すでに移住した親族を頼って, 親族が働いている場所に出かける
ケースは連鎖移住 (chain migration) と呼ばれ, 移住先の選択における親族間の社会的なネッ
トワークの重要性がしばしば指摘されている22)｡ しかし, この村のような海外移住労働では,
具体的な働き先は斡旋業者が決めるので, 仮に姉がサウジアラビアで働いていたとしても,
姉妹がかならずしも同じ地域で働くとは限らないのである｡
第二に, 妊娠させられて帰国する女性に対する一部の親の反応である｡ たとえば台湾で同
様のケースが起きたことと比べると, その大きな違いが浮かび上がってくる｡ ムスリムの村
人にとって, アラブ人は粗野で暴力的だという否定的なイメージがあると同時に, イスラー
ムが生まれた土地であるアラビアに対する肯定的な評価が村社会に根付いている｡ そのため,
ムスリムではない華人と比べた場合, 娘の妊娠・出産を受け入れる余地があると考えられる｡
５ チラマヤ・クロン郡の海外移住労働者
本稿の最後に取り上げるのは, チラマヤ・クロン郡 (Kecamatan Cilamaya Kulon)23) であ
る｡ カラワン県の北東部に位置し, 郡の一部は海岸部になっていて, 県内では交通の便の悪
い郡の一つである｡ 県庁所在地であるカラワンから高速道路でチカンペックまで行き, その
後, 一般道を北上すると, 約１時間半ほどでチラマヤ・クロン郡に到着する｡ 郡庁 (Kantor
Camat) の役人によると, 住民の多数派は農民である｡ 農民のなかには, 水田を所有する
｢純農民｣ (petani murni) と所有しない小作人 (petani penggarap) がいて, 郡内に居住して
いない不在地主 (nguntaiと土地の言葉で呼ぶ) が広い面積の水田を所有しているのが, こ
の郡の特徴である (100 haの水田を持つ不在地主がいる)｡
郡内の12ヵ村のなかで, チラマヤ・クロン郡の特徴を具えているラワサリ村 (仮名) を調
査地に選び, 村長から村の概要を聞いた｡ この村の世帯 (KK) は1,723で, その中の72世帯
しか水田を所有していない｡ 村内の水田のなかで280 haを村外の地主が所有している｡ 10数
年前は水田の価格は１ヘクタール当たり1000万～1500万ルピアだったが, 今は２億～２億
5000万ルピア (約200万～250万円) に上がっている｡ 農業技術が進歩して収量が上がる前に,
農民は水田を売却してしまったという｡ 今では小作人と農業労働者 (kuli sawah)24) が多く,
また商売 (dagang) に従事する村人もいる｡ 政府から援助米 (raskin＝beras miskin, ｢貧困
米｣) を受けている貧困世帯が多い｡ この村の若者の多くは中学卒で, 高校卒は少ない25)｡
桃山学院大学総合研究所紀要 第40巻第１号32
22) ヒューゴ [Hugo 1997 : 92] はインドネシアの移住における社会的ネットワーク (親族と知己) の
重要性を指摘している｡
23) チラマヤ・クロン郡には調査のため２度訪れている｡ 2011年３月15～16日には, 郡庁の役人から郡
の概要を聞き, その後, ラワサリ村 (仮名) の村長に会い, 続いて９月14日には, 村長に対して移住
労働に関する聞取り調査を行い, その後, ２人の海外移住経験女性から話を聞いた｡
24) 農業労働者の日給は Rp 40,000 (約400円) であるが, 水田耕作に従事するのは１年間で２回, 合計
２ヵ月位だけである｡
25) 2005年の国勢調査中間年の調査では, 西ジャワ州農村部で中学校卒は10.9％で, 高校卒以上は8.1
学歴の低さのため就職は困難で, 最初の契約期間の６ヵ月で失職する者が多く, 失業中の村
人が多い｡ 以上まとめたような, この村の経済的状況が次に述べるような海外移住労働者の
増加の要因となっている｡
この村では, 1984年頃から海外へ働きに行く村人が増えた｡ 1990年代では多くは小卒の女
性で, 一時は若い娘が村にいなくなるまで増えた｡ 現在は300人台の村民 (初めて出た人も,
２回目以降の人も含める) が海外に出ている｡ その80％が女性で, 20％が男性という割合で
ある｡ 中東諸国に働きに出る村人が多い｡ また最近は男性が韓国に働きに出る例が増えてい
る｡ またダンサー (penari) という名目で日本に行き, 日本人男性と結婚した村出身の女性
が２人いて, そのまま日本に住んでいる｡ サウジアラビアで２年間働くと, 諸経費を引いて
手元に4000万ルピア (約40万) が残ることになる｡ 最近はサウジに働きに行く人が少なくなっ
たので, 2010年から謝礼金 (fee) という名目で, サウジに働きに行く人は500万ルピア (約
５万円) をもらうようになった｡ また, 渡航手数料が１年目の給料から差し引かれることは
なくなった｡ 海外で稼いだ金は, 第一に家屋を建て, 次に少しでも土地 (水田または畑) を
購入するのが普通である｡ 多くの問題が生じ, サウジアラビアで働いている多くの人が不平
を言っている (banyak lagi komplain)｡ サウジアラビアから妊娠して戻ってくる女性もいる
(これはラワムルタ郡スカジャヤ村でも聞いた)｡
上記の話をした村長自身が16年間サウジアラビアで働いていた｡ また, 村長の妻も14年間
働いた｡ 彼女の話では, 同じ雇用主の下で村長が運転手を務め, 彼女は家事労働者として働
いていたという｡ また, 帰国後, 彼女は村人を斡旋業者に紹介する仲介者をしていたことが
ある｡
海外で働いた経験のある２人の女性から話を聞く機会があった26)｡ 最初のスシ (仮名) は
1989年生まれで, 中学校を卒業した後, ３年ほど両親の手伝いをしてから, 台湾に働きに行っ
た｡ ジャカルタの斡旋業者で, 中国語 (bahasa Mandarin) の勉強など研修を受けた後, 台
湾に出発した｡ しかし, 働き先で老人が台湾語を使っていたので, 中国語は役立たなかった
という｡ ３年間, 高雄で高齢者 (87歳の男性とその妻) の介護 (merawat orang tua) をして
いた｡ 子どもは結婚して別の所に住んでいて, この老夫婦だけで暮らしていた｡ ただし, 子
どもは毎週訪ねてくる｡ その子がスシを雇っているのではなく, 妻の名義で雇用し, 夫が給
料を支払っていた｡ この２人はまだ歩けるが, スシが買物から, 料理, 洗濯まで, 老夫婦の
ためにすべての家事をした27)｡ 休日はまったくなかったが, 日曜日については残業代が支払
われた｡ 月給は17,800台湾ドルで, およそ5,340,000ルピア (約53,400円) になる｡ １年目の
給料は, 台湾側の斡旋会社 (agency) が渡航手数料などを天引きした｡
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％である [Badan Pusat Statistik 2006 : 55]｡
26) 聞取り調査は2011年９月14日にそれぞれインフォーマントの自宅で行った｡
27) インドネシア女性は台湾で高齢者の介護という名目で雇用されていても, このスシのケースのよう
に, 実質的には家事すべてを担当させられるのが普通である｡
2011年８月11日に台湾より帰国したが, 一時的な休暇のつもりだった｡ そのため, 2000万
ルピア (約20万円) の貯金がある通帳と印鑑, 服などをそのまま雇用者宅に置いてきた｡ し
かし, ジャカルタの男性と結婚することが決まり, 台湾に戻らないことにした｡ 台湾に残し
た金を返してくれと台湾の斡旋会社に頼んでも, 台湾に来て, 手続きをしないと駄目だとい
う返事だった28)｡
続いてインタビューしたヤンティは1976年生まれで, 小学校を卒業しただけである｡ 17歳
で結婚し, 長男が２歳の時 (1997年) にサウジアラビアへ働きに行った｡ その子は母親のも
とに預けた｡ ｢家政婦｣ (pembantu rumah tangga) として働いた｡ 雇用主夫婦はともに良く
ない人だった｡ 暴力は振るわなかったが, ｢言葉使いが乱暴｣ (mulutnya tidak baik) で, 料
理, 洗濯など何でもさせられた｡ 月給は600レアル (手取りで150万ルピア, 約15,000円) だっ
た｡ ヤンティの夫はいちおう働いていたが, オジェック (ojek)29) の運転手など様々な仕事
をしていただけで, まともな仕事に就いていなかった｡ サウジアラビアから送った金の一部
を夫が使い込んでいた (dimakan suami)｡ 22ヵ月働いた後, インドネシアに帰った｡ この夫
と離婚し, その後, 村で再婚した｡ しかし, ヤンティが二度目にサウジアラビアで働いてい
る間にその夫とも離婚した (元夫はトゥルック・ジャンベ郡の女性と再婚している)｡ ２度
目にサウジに働き行った時 (2008年) も, 前回と同様に家事労働者の仕事だった｡ 雇用主は
良い人で, ３年間働き, 2011年８月22日に帰ってきた｡ 今回の月給は800レアルに上がって
いた｡ 父親が亡くなっていたので, これまでサウジアラビアで稼いだ金は, 実家の改築費と,
家族の生活費, 息子の学費に充てられた｡ その残りで, 家の前の畑 (kebun) を300m2 購入
した｡ そこにはバナナなどが植えてある｡ インドネシアに戻っている間は, 何らかの職に就
くことはなかったという｡ 聞取りの時に同席していた村長夫人は, インドネシアで ｢家政婦｣
(pembantu) をしても, 月に300,000ルピア (約3000円) にしかならず, この額では誰も働く
気にならないと語っていた｡
チラマヤ・クロン郡で移住労働の経験を聞くことができたのは, 上記の２人の女性の事例
であった｡ 一人は台湾で, もう一人はサウジアラビアで働いた女性である｡ また, 東トゥルッ
ク・ジャンベ郡では, サウジアラビアへ働きに行ったジョコの話を聞いた｡ サウジアラビア
など中東諸国か, 台湾・香港など東アジア諸国を選ぶかは, 海外へ働きに行こうとするイン
ドネシア人にとっては, 重要な岐路である30)｡ 金銭的条件を考えると, 台湾がサウジアラビ
アと比べて, ３倍近く月給が高いことは明らかである｡ また, 一般的に言って, 労働条件の
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28) このケースは, 台湾の雇用者側に非があるというよりも, スシ自身のミスによるもので, その点は
彼女自身も認めている｡ 聞取りの最後に筆者は, 台湾におけるインドネシア政府の代表機関であるイ
ンドネシア経済貿易代表処 (略称は KDEI＝Kantor Dagang dan Ekonomi Indonesia) に連絡すべきだ
とアドバイスした｡
29) オートバイの荷台に客を乗せるのがオジェックである｡ 男性によるインフォーマル・セクターの代
表的な業種の一つである｡
30) 今回取り上げた事例でマレーシアとシンガポールが出て来ないので, 労働者の送出先として東南ア
ジアのこの２国を考慮の対象から外している｡
点でもサウジアラビアの方が劣悪である31)｡ 雇用主ごとの個人差が大きく, サウジアラビア
で働いた労働者によっては ｢良い人｣ (orang baik) だったと回答しているが, 男性雇用主に
よるインドネシア人労働者, とくに女性に対する暴力や性的ハラスメント (ラワムルタ郡で
話題になったように妊娠に至るケースもある) は, しばしば新聞紙上で大きく取り上げられ,
インドネシア中で広く知られていることである｡ このように比較すると, 台湾など東アジア
諸国の方が条件が恵まれているが, 実際には表１の数字から明らかなように, 2010年の時点
で働き先としてサウジアラビアを選ぶ人が台湾を選ぶ人よりも４倍近くも多いのである｡ そ
の要因を考えると, 渡航手数料など初期投資が安く済むというのが, サウジアラビアの最大
の魅力であり, この点は男性と女性の双方が挙げる理由である｡ 実際に, 東トゥルック・ジャ
ンベ郡のジョコもこの点を述べている｡ それと関連するが, １年目の月給から渡航手数料な
どが差引かれるというのも, 台湾が敬遠される理由の一つ (ヤンティも言及している) であ
る｡ ただし, 台湾・香港へ働きに出るためには, サウジアラビアよりも条件がはるかに厳し
いので, その点, 渡航しやすいサウジアラビアが, とくに最初の働き先として選ばれる理由
ともなっている｡ 台湾でインドネシア人の移住労働者の調査をしていた時, サウジアラビア
を出発点として, シンガポールを経て, 台湾で働いているという女性から話を聞いたことが
ある｡ 彼女はそれぞれの国で契約期間を終え, インドネシアに戻って１～２年を過ごした後,
前回よりも条件の良い国へ働きに出たのである｡
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31) 労働者としての権利がもっとも尊重されているのは, もともとイギリスの植民地であった香港であ
る｡
写真１ ヤンティと彼女の収入で改築された家屋
６ 海外移住労働者と家族
移住労働者とその家族の関係を考える上で, 海外で得た収入を何に支出するかというのは,
重要な点である｡ ラワムルタ郡のスカジャヤ村長が推奨するように, 第一に家屋の改築また
は新築に使うというのは, もっともよく聞くケースである｡ 実際に, 海外移住労働者を多く
出している村を歩くと, 家族内に海外に働きに出た成員がいる家屋は, 他の家屋と比べて立
派な造りで, 一目瞭然である｡ 南家は ｢浴室タイルの家 東ジャワ海外出稼ぎ村における
顕示的消費と社会変容｣ という論文 [南家 2013] で, 多くの女性労働者を海外に送り出し
ている東ジャワ州トゥルンアグン県の村を取り上げている｡ 帰国した女性たちが, 海外で得
た収入でレンガ造りの家を建て, さらには家屋正面の外壁を浴室タイルで飾るようになった
ことを報告し, 南家は顕示的消費と位置付ける｡ この東ジャワ州のケースは少し特異である
が, 住居のために充てるのは一般的な傾向である｡
海外で得た収入を誰のために使うかというのも, 重要な点である｡ 未婚の時は, 親, つま
り自分が育った定位家族のためであり, 結婚後は, 自分の妻子, つまり生殖家族のために使
うことになる｡ 多くの女性移住労働者が挙げるのが子どもの教育資金である｡ さらに, 水田
など土地の購入は, 将来のための蓄えという意図が強いであろう｡ このように, 長期間にわ
たって海外で働いている場合は, 家族のライフサイクルに合わせて, 稼いだ収入の使途は変
わってきている｡
チラマヤ・クロン郡ラワサリ村のヤンティのように, 海外にいる間, 夫というよりも彼女
自身の母親が子どもの世話をするというのがよく聞くケースである｡ 祖母による孫の世話が
既婚女性の移住労働を支えていることになる｡ ジャワ人の間ではもともと男性, つまり ｢夫
＝父｣ の役割が重要ではなく, ｢妻＝母｣ を中心に生活が営まれている ｢母中心的な｣
(matrifocal) 家族が報告されている｡ 女性親族間の結びつきが強いのが特徴の一つである
[Geertz 1989 : 46, 7879]｡ 現代インドネシアにおいて, 海外からの送金で家計を支える
｢妻＝母｣ が増加していることは, かつてヒルドレッド・ギアツが報告したのとは違う意味
で, 新たな母中心的な家族が生まれていることを示している｡ 海外で娘が金を稼ぎ, 彼女の
母がその子ども, つまり孫の面倒をみることになる [小池 2011参照]｡ インドネシアでは男
性が家族の ｢背骨｣ (tulang punggung) となって家族を支えるべきだという, 家父長的なイ
デオロギーが語られることがある｡ たとえば, 移住労働者を管轄するカラワン県労働・トラ
ンスミグラシ局 (Dinas Tenaga Kerja dan Transmigrasi) で, ある男性スタッフが, 家族の
｢背骨｣ である男性ではなく女性が工場で働いたり, また海外へ出稼ぎに行くため離婚が増
えたと語っていた32)｡ しかし, 裕福ではない階層の家族では, 男性だけが家計を支えるとい
う考えは建て前に過ぎず, もともと何らかの小規模な商売を営む女性の収入が家計に対して
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32) 2011年８月16日に聞取りを実施した｡
占める割合が高かった｡ このように女性が大きな役割を果たす母中心的な家族のあり方が,
海外へ多くの女性が労働者として出て行くことの背景にあると考えられる｡
上記の役人が離婚の増加について言及していたように, 長期にわたる別居の結果, 離婚に
至るケースをよく耳にする｡ もちろん偶然ではあるが, 本稿で紹介した３人の移住労働者の
なかで, ２人が離婚経験者であった｡ 台湾で移住労働者の調査をしていると, とくに女性労
働者が海外で働いている間, 夫が送金を遊びに使ったり, 浮気したりという理由で離婚した,
または離婚しようとしているという話を聞くことがある｡ ただし, 上で紹介した母中心的家
族のあり方を考えると, もともとジャワの農村部では, 日本の ｢バツイチ｣ という表現のよ
うに, 離婚女性が否定的な刻印を受けることはなかった33)｡ とくにスンダ人の間では離婚が
頻発していたことが知られている｡ すでに紹介したカラワン県の役人の発言のように, 女性
の海外移住労働者が増加することが, ｢家庭崩壊｣ につながったという言説は, 欧米的な近
代家族観とイスラーム的な家族観が合わさったものに由来すると考えられる｡
お わ り に
前の章で取り上げた母中心的な家族の問題は, 以前から人類学・社会学の家族研究で取り
上げられてきたテーマであり, とくに目新しい議論ではない｡ 筆者が言いたいことは, 調査
対象となったカラワンではこのような家族の特質が今日まで継続していて, それが女性移住
労働者の増加といった現代的な問題と深く関連しているということである｡ 本稿で移住労働
と家族の関係を論じたが, これは始めたばかりの調査にもとづく議論でしかない｡ 今後, 台
湾でのインドネシア人の移住労働者に対する調査成果と合わせて, もっと深く論じていきた
い｡
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Global Mobility and Families in Karawang, Indonesia
KOIKE Makoto
This is the third and final report of the research project titled “The Anthropological Study of
Kinship and Family in Changing Rural Societies in Indonesia,” which was funded by the Research
Institute of St. Andrew’s University. The aim of this paper is to explore how the mobility of
migrant workers is related to families in Indonesian rural societies, based on the results of
research conducted in the Regency of Karawang, West Java, since 2010. During the research, the
main informants were three former migrant workers, namely, a man and a woman who worked
in Saudi Arabia and a woman who worked in Taiwan. They were questioned about their motives
of migration, their experiences in their host countries, their relationship with the families they
left in Indonesia, and their use of income. The results of the research in Karawang and other data
collected on Indonesian migrant workers revealed that the global movements of married female
workers are related to the “matrifocal” pattern of familial relationships that H. Geertz reported
in her book titled The Javanese Family. While they work abroad, their children are usually
brought up by their mothers in their natal households. The remittances are often spent for the
children’s educational expenses. Though the paternalistic ideology of “the father as the backbone
of the family” is often heard in Indonesia, the economic position of the “husband = father” is
marginal within a family in which the breadwinner is the “wife = mother” working abroad. Such
couples often get divorced as the case study of the “matrifocal” family shows.
